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会 場 ：シャボン玉石けん くくる糸満（沖縄県糸満市） 
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ご挨拶 

 

 

 

 

 

学会場は那覇空港から近い糸満市のビーチサイドに新しく建設された美しい会場です。日本熱帯医

学会、日本国際保健医療学会の両学会員が楽しめる大会として企画していきますので、是非沖縄に

足を運んでください。 

熱帯医学会は1974年に桝屋先生が那覇市で開催されてから沖縄開催は今回が6回目の開催と

なります。国際保健医療学会は2013年に小川先生が名護市で開催してから2回目です。 両学会に

おいてやはり沖縄は特別な場所かもしれません。亜熱帯地域に位置し熱帯病が過去に蔓延し、また

ユニークな公衆衛生の歴史を持つ沖縄は、いかに興味があるものであるからでしょうか。今回の学会

では過去の学会のように沖縄の歴史をみることを尊重しながらも、議論はアジア・太平洋地域の一員

である日本のグローバルヘルスは何をすべきなのかを問いたいと考えています。 

The Lancet 編集長の Hortonは、2023年5月のCommentで、グローバルヘルスは激しく時代

遅れである、低中所得国に住む人々の健康に関心があると主張しながらもその実態はカネと権力に

支配されていると強烈な批判を展開しました。その利己的な研究スタイルは対象国の保健医療の持

続的な発展に実際にはほとんど寄与せず、英語圏高所得国の植民地主義に源流を持つ排他的なク

ラブであるとも指摘しています。思えば、私自身もイギリスやアメリカが展開するグローバルヘルスに

刺激を受け、必死に追いつこうとしてきていました。2013年に沖縄に戻ってからは、その違和感に気

づかされました。沖縄の隣人である、アジアの各国は急速な経済成長をとげ、グローバルヘルスもア

ジアの中で日本だけが優位的に語っているものではもはやありません。これらの地域に渡航するのに

沖縄から数時間しかかからず、東京よりも近く、身をもってこのことを感じさせられます。一方、その陰

で健康格差の問題は、沖縄で、またアジア各国、太平洋島嶼国で見えにくくなっていますが、実は依

然として続いてきてしまっている課題です。 

今後の日本のグローバルヘルスをどうしていくかは色々な考えがあると思います。しかし植民地主

義に源流を持つ排他的なクラブを追及したいと思うかたはいないのではないでしょうか。アジア・太平

洋の隣人とともに歩み且つ、ヨーロッパ、アメリカ、アフリカ大陸にどう発信して貢献するかを語れたら

と思い“Proposals from Asia and Pacific Islands” という大会ビジョンを作らせていただきまし

た。 

 昨日は沖縄各地で青年団によるエイサーを見れました。また台風が近づくなか嵐の前の静けさか、

海はどこまでも青く光っています。一方、街にでれば韓国語や中国語を聞かない日はありません。オス

プレーの音で講義を中断するのは日常茶飯事です。長寿の美しき島の十代の健康問題は残念なが

ら課題が山積みです。媒介蚊の密度は上昇していることを肌で感じられる暑さです。 

 是非沖縄で皆さんと共に語りたいと切に思います。 
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主 催： グローバルヘルス合同大会 2024 

 

大 会 長： 小林 潤（琉球大学保健学研究科 教授）・邱弘毅（台湾・國家衛生研究） 

 

テ ー マ： Proposals from Asia and Pacific Islands 

 

会 期： 2024 年 11 月 16 日（土）～11 月 17 日（日） 2 日間 

 

会 場：  シャボン玉石けん くくる糸満（沖縄県 糸満市） 

 

開催計画の概要(予定)： 

・１日目： 教育講演、シンポジウム、ワークショップ、講習会、一般口演、ポスター発表など 

・２日目： シンポジウム、ワークショップ、講習会、一般口演、ポスター発表など 

・学会終了後（２日目）：市民公開講座 

 

開催方法：   現地開催  

 

 

 

 

 

■展示会場： シャボン玉石けんくくる糸満 大ホール（300席） 

 

■セミナー期間： 11 月 16 日(土)から 17 日(日) 2 日間 

 

■募集予定数： 3 企業 

 

共催セミナー時間 席数 募集数 共催料（税込） 

90分 300 1 社 350,000 円 

60分 300 1 社 250,000 円 

45分 300 1 社 200,000 円 

 

(1) 共催費に含まれる項目  

      ① 会場費(控室の使用料含む)    

      ② 機材費(プロジェクター、スクリーン、PC 等 基本機材)  

      ③ 音響・照明関係費  

      ④ 参加登録費 3 名様分 

 *事前参加申請必要。一般演題発表予定者/単位取得希望者は対象外 

(2) 共催金に含まれないもの：  

      ① 座長および演者への謝金、交通費、宿泊費  

開催概要 

共催セミナー募集概要 



      ② 控室での飲食費および映像機材(プロジェクター、スクリーン等)  

      ③ 参加者用飲食代  

      ④ 運営要員人権費(進行・アナウンス・誘導・弁当配布スタッフ等)  

      ⑤ ポスター・チラシ、机下紙等制作印刷費  

      ⑥ 看板制作費(会場前案内、控室前等)     

         ※会場前看板は、必須とさせて頂き、統一デザインにて運営事務局で作成いたします。  

      ⑦ 会場に設置されている機材以外で別途用意する機材(録音・録画・同時通訳機材等)  

         ※①以外の手配は共催セミナー事務局にて手配代行をいたします。発注いただいた手配物

につきましては、10％の手配管理手数料がかかります。あらかじめご了承ください。 

 

 

 

セミナー数には限りがございますので、日程のご希望に添えない場合がございます。 

テーマ、演題、その他プログラム内容は予告なく変更する場合がございます。また、テ

ーマ、演題等のプログラム内容の調整をお願いする場合がございますので、予めご了承

ください。 

チラシ等を印刷する場合は、必ず事前に主催者の承諾を得てください。 

 

 

 

2024 年 7 月 11 日(木)までに、メールにてお申込みください。 

申込受領後、請求書を送付いたします。 

※期日までに指定口座にお振込みください。 

 

 

 

2024 年 7月 11 日(木)以降のキャンセルについては、一切お受けできません。 

キャンセルの場合は 100％のキャンセル料が発生いたします。ご了承ください。 

 

 

 

日本製薬工業協会の｢企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイドライン｣に基づき、学会等の会合開

催にかかる費用を｢学会名｣「共催セミナー名」の通りに、貴社のウェブサイト上に公開することに

同意します。 

 

 

原稿締め切り：2024 年 6 月 20 

お申込み・お支払い方法 

透明性ガイドライン 

注意事項 

キャンセルについて 

【グローバルヘルス合同大会 2024 

運営事務局】 

株式会社 沖縄コングレ 

〒900-0015 沖縄県那覇市久茂地3－1－1 日本生命那覇ビル 

TEL：098-869-4220 FAX：098-869-4252 

お申込みメールアドレス : globalokinawa@okicongre.jp 
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